
初夏のお出かけ
声を揃えて「あ・さ・ひ！」
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　６月８日、町広報はあさひ保育園の４歳児クラスが一本松公園
（能中）へお出かけに行ったところに、桃色ウサヒとともにお邪
魔しました。子どもたちは突然現れたウサヒに大興奮。ウサヒは
あっという間に子どもたちに囲まれていました。表紙の写真は水
を張った椹平の棚田と朝日連峰を背景に全員で撮った１枚です。

　表紙の写真

空気を守り伝えていくこと
～コロナ禍の「空気まつり」～

　鏡面に映し出された新緑のブナ林。静かにそ
して一面に響き渡るエゾハルゼミの鳴き声。ここ
は空気神社。清々しい緑の大気はコロナ禍の現
実さえ忘れさせ、生きている実感が感謝となる、
そんな６月５日「空気まつり」の朝でした。
　依然としてコロナ禍が収まらず、東京他９道府
県において緊急事態宣言発令の中での「空気ま
つり」開催となりました。事前の可否については
最大限の対策を講じ検証し、感染拡大防止に万
全を期し開催させていただきました。
　空気・環境に対する関心が今ほど高まってい
る時期はありません。地震、台風、豪雨災害。
温暖化による気候変動。あるいは空気を介した
飛沫によるウイルス感染拡大。それがパンデミッ
クとなり人類共通の脅威となっています。地球
を覆う空気は特定の誰かのものではありません。
空気なしでは生きてはいけない人類共通の宝で
あると同時に、未来に生きる万物共通の宝でも
あるのです。私たちは現在とともに未来において
も責任のある立場であることを忘れてはなりませ
ん。コロナ禍の今日だからこそ、空気に感謝する
気持ちを空気神社から全世界に発信し、環境に
ついて提言をしていくことこそが、世界で唯一空
気を御神体とする空気神社のある町としての役
割と考えたところであります。
　とは言えコロナ禍の中にあって、例年好評をい
ただいているみこの舞いは中止。また年に１度の
御開帳も１回当たりの人数を制限し実施させてい
ただきました。
　例年より規模縮小での空気まつりの開催とな
りましたが、両日で１，３００人を超える大勢の
方々よりご参拝いただきました。これはコロナ禍
の沈静を願う気持ちと、空気を守ること、地球環
境を守り伝えて行こうとする多くの方々の思いの
表れではないかと感じたところでありました。

　災害対策基本法の一部改正により、令和3年5月20日から台風や大雨の際に発令される避難
情報の名称等が下表のとおり変更となりました。

▶問合せ先　総務課 危機管理係　☎６７- ２１１１

※１　すでに安全な避難ができず命が危険な状況です。警戒レベル５緊急安全確保の発令を待ってはいけません！
※ 2　避難勧告は廃止されます。これからは警戒レベル４避難指示で危険な場所から全員避難しましょう
※ 3　避難に時間のかかる高齢者や障がいのある人は、警戒レベル 3 高齢者等避難で危険な場所から避難しましょう

　防災行政無線を通じて放送した内容を電話で確認することができる
サービスです。この度、フリーダイヤルの導入に伴い電話番号が変更さ
れました。災害時などに放送が聞き取れなかった場合や再度確認したい
ときはご利用ください。
※放送された内容は２４時間保存されています。

防災行政無線音声ガイドサービス(無料)

0800-800-1179

避 難 の
ポ イ ン ト

・「避難」とは「難」を「避」けることです。新型コロナウイルス感染症を警戒する中でも、 
  災害時に危険な場所にいる人は避難することが原則です。
・安全な場所にいる人は、避難場所に行く必要はありません。
・避難場所は町が指定した施設だけではありません。
  安全な親戚・知人宅に避難することも考えてみましょう。

警戒レベル 新たな避難情報等

５ 緊急安全確保※１

～警戒レベル４までに必ず避難～

４ 避難指示※２

３ 高齢者等避難※３

２ 大雨・洪水・高潮注意報

１ 早期注意情報

これまでの避難情報等

災害発生情報

避難指示（緊急）
避難勧告

避難準備・
高齢者等避難

大雨・洪水・高潮注意報

早期注意情報

防災行政無線音声ガイドサービスの番号が変わります

町
が
発
令

気
象
庁

が
発
表

避難勧告は廃止、警戒レベル４避難指示で必ず避難
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usahi_1442

いいね！: usahi_betuaka、他
usahi_1442 田植え始まったよー
＃田植えをするゆるキャラ　＃意外とキレイな
苗の並び　＃あれっ手が…

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
に
行
き
づ
ら
い
昨
今
、
密
に

な
ら
な
い
開
放
さ
れ
た
屋
外
の
写
真
映
え
す
る
ス
ポ
ッ

ト
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
、
良
い
写
真
の
た
め
に
足

を
延
ば
し
て
撮
影
し
に
来
る
方
た
ち
も
い
ま
す
。

　
今
回
は
存
在
自
体
が
映
え
の
ウ
サ
ヒ
と
と
も
に
、
町

の
映
え
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、町
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

usahi_1442

いいね！: kane_tukitai、他
usahi_1442 あれっ目が…
＃若宮寺鐘楼堂　＃実はここからの
眺めも抜群　＃白い

そ
も
そ
も
映
え
る
っ
て
ど
ん
な
意
味
？

　
「
は
え
る
」
は
ひ
と
き
わ
美
し
く
目
立
っ

て
見
え
る
と
い
っ
た
意
味
で
す
。
数
年
前
か

ら
は
「
ば
え
る
」
と
い
っ
た
読
み
方
も
広
ま

り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
※
）
で
目
立
つ
写
真
や
撮
影

し
が
い
の
あ
る
被
写
体
を
指
す
言
葉
と
し
て

も
使
わ
れ
ま
す
。

　
上
の
画
像
は
一
般
的
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
映
え
る
写
真
は
時
と
し
て
何
万

人
、
何
十
万
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
最
近
で
は
企
業
や
自
治
体
で
も
販

売
促
進
や
観
光
Ｐ
Ｒ
等
有
効
に
使
わ
れ
、「
イ

ン
ス
タ
映
え
」
と
い
う
言
葉
は
２
０
１
７
年

の
流
行
語
大
賞
に
も
選
出
。
今
で
は
一
般
的

に
使
わ
れ
る
言
葉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
…
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
代
表
さ
れ

る
投
稿
を
通
し
て
多
数
の
人
と
つ
な
が
り

を
持
て
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
こ

と
。
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
る
ラ
イ
ン
も

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
一
つ
で
す
。

ウ
サ
ヒ
と
巡
る
！

町
の
映
え
ス
ッ
ト
ポ

usahi_1442

いいね！: mizu_kankyo、他
usahi_1442 わびさびを感じる…
＃五本樋　＃ごほんどよ　＃里の名
水やまがた百選

usahi_1442

いいね！: takaitoko_suki、他
usahi_1442 どう？この眺め
＃白倉展望台　＃展望台からの景色

usahi_1442

いいね！: hasi_mania、他
usahi_1442 何の釣果もありません
でした！
＃玉石橋　＃落ち着くひととき　
＃釣りをするなら遊漁券　＃朝日川

usahi_1442

いいね！: kougousei_daisuki、他
usahi_1442 心が浄化される～
＃空気神社　＃神秘的　＃絶景

ウ
サ
ヒ
が
選
ぶ

西
部
地
区
の
映
え
ス
ポ
ッ
ト

　
西
部
地
区
は
こ
の
時
期
新
緑
が
美
し
い
ス
ポ
ッ
ト
を
中
心

に
チ
ョ
イ
ス
。
他
に
も
高
田
の
ブ
ナ
林
や
ホ
タ
ル
、
朝
日
鉱

泉
か
ら
望
む
朝
日
連
峰
な
ど
も
お
す
す
め
。
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　　特集　ウサヒと巡る！町の映えスポット



あさひまちインスタグラム
フォトコンテストに応募しよう！
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usahi_1442

いいね！: roji_iiyone、他
usahi_1442 意外と絵になるよね
＃路地　＃考えるウサヒ　＃映画の
ようなロケーション

usahi_1442

いいね！: nagame_yosi、他
usahi_1442 この後、グラウンドの中
学生にめちゃくちゃ手を振った
＃金毘羅さま　＃宮宿地内を一望
＃前田沢ウォーキングマップ

　
中
・
北
部
地
区
は
知
る
人
ぞ
知
る
ス
ポ
ッ
ト
を
中
心
に
チ
ョ
イ
ス
。
他
に
は

虚
空
蔵
の
滝
や
ハ
ス
田
、
豊
龍
公
園
の
東
屋
な
ど
も
お
す
す
め
。

usahi_1442

いいね！: mirror_kagami、他
usahi_1442 ここはどこでしょう？
＃カーブミラー越しの世界　＃かが
みごし撮影

usahi_1442

いいね！: mizuhiki_dayo、他
usahi_1442 か、可愛い…
＃豊龍神社　＃花手水　＃手水舎

usahi_1442

いいね！: uma_kawa、他
usahi_1442 こんなにＵ字！
＃和合最上川展望広場　＃馬蹄型に
湾曲した川

　
朝
日
町
観
光
協
会
が
４
月
か
ら

募
集
し
て
い
る
「
あ
さ
ひ
ま
ち
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」。
町
観
光
協
会
公
式
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
て
朝
日
町
に
つ
い
て

「
行
き
た
い
」「
見
た
い
」「
食
べ

た
い
」
と
思
う
よ
う
な
写
真
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
今
回
特
集
し
た

よ
う
な
町
の
風
景
写
真
だ
け
で
な

く
、
食
べ
物
や
人
に
注
目
し
た
写

真
に
つ
い
て
も
大
募
集
。
応
募
方

法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
町
観
光

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
中

で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。町観光協会

ＨＰへ

番外編

ＰＯＩＮＴ！

カーブミラーや鏡に自分の姿を映すと

良い感じに見えるよ

ＰＯＩＮＴ！
空を映さない場合は曇り空の日

の方が、撮影向きだよ。後から

光を調整しよう。また、インス

タグラムに投稿するときは彩度

等を強めにした方が映えるよ！
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　　特集　ウサヒと巡る！町の映えスポット
usahi_1442

いいね！: yamatota_kenkyu、他
usahi_1442 圧倒的田んぼ…
＃猿田越　＃右奥には朝日連峰

usahi_1442

いいね！: mokuzo_kyomiaru、他
usahi_1442 力強さを感じる…
＃永林寺　＃仁王尊　＃鋭い眼光

usahi_1442

いいね！: ukisimani_ikitai、他
usahi_1442 この日は浮島がめちゃ
めちゃ動いたよ
＃大沼の浮島　＃国指定名勝

写真提供 : 町観光協会



朝日町青少年健全育成町民大会　「あさひ教育の日」記念講演会
■教育文化課　生涯学習係　☎６７－２１１８

　
６
月
２
日
、
大
谷
小
学
校
で
朝

日
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会

「
あ
さ
ひ
教
育
の
日
」
記
念
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
全
校
児
童
と
そ

の
保
護
者
等
約
60
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
町
で
は
町
民
一
人
ひ
と
り
の
教

育
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深

め
、
家
庭
、
学
校
及
び
地
域
社

会
の
連
携
の
下
に
、
よ
り
一
層
の

教
育
の
充
実
と
発
展
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
11
月
１
日

を
「
あ
さ
ひ
教
育
の
日
」
に
制
定
。

例
年
、
こ
の
時
期
に
同
大
会
を
開

催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
学
校
ご
と
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
リ
モ
ー
ト

で
開
催
。
静
岡
産
業
大
学
ス
ポ
ー

ツ
科
学
部
特
別
教
授
の
小
澤
治
夫

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
み
ん
な
で

あ
さ
ひ
っ
子
の
生
活
習
慣
を
考
え

よ
う
～
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム
・
ス
マ

ホ
は
控
え
め
に
～
」
と
題
し
、「
朝

食
の
有
無
」
や
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
用
頻
度
」
な
ど
の
生
活
習

慣
が
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
、
解
説
し
ま
し
た
。

　
６
月
５
日
に
は
宮
宿
小
学
校
で

同
大
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
朝

日
中
学
校
、
西
五
百
川
小
学
校
で

も
小
澤
氏
に
よ
る
講
演
会
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

令和３年 春の叙勲　阿部憲明さんが瑞宝小綬章を受章

　

４
月
29
日
付
け
で
発
令
さ
れ

た
令
和
３
年
春
の
叙
勲
に
て
、

阿
部
憲
明
さ
ん
（
真
中
）
が
瑞

宝
小
綬
章
（
※
）
を
受
章
し
ま

し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
４

月
に
山
形
県
に
奉
職
し
て
以
来
、

総
務
部
総
合
政
策
室
長
、
総
務

部
改
革
推
進
室
長
、
教
育
庁
理

事
、
最
上
総
合
支
庁
長
等
の
要

職
を
歴
任
。
豊
富
な
経
験
と
卓

抜
な
る
識
見
を
も
っ
て
県
行
政

の
重
要
課
題
に
取
り
組
み
、
県

勢
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
阿
部
さ
ん
の
祖
父
又
吉

さ
ん
は
昭
和
47
年
に
畜
産
振
興

分
野
で
、
父
憲
一
郎
さ
ん
は
昭
和

58
年
に
消
防
団
で
の
活
動
が
評

価
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
単
光
旭
日

章
（
現
在
の
旭
日
単
光
章
）
を

受
章
し
て
お
り
、
親
子
三
代
に

わ
た
り
輝
か
し
い
功
績
を
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
を
受
け
阿
部
さ

ん
は
、「
三
代
に
わ
た
る
受
章
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
地
域

の
皆
様
か
ら
長
年
に
わ
た
り
多

大
な
る
お
力
添
え
と
ご
指
導
を

賜
っ
た
と
い
う
こ
と
、
感
謝
と
と

も
に
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
地
域

社
会
と
の
関
り
を
持
ち

な
が
ら
、
皆
様
方
の
ご

恩
に
少
し
で
も
報
え
る

よ
う
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

※
瑞
宝
章
と
は

　
国
及
び
地
方
公
共
団

体
の
公
務
又
は
公
共
的

な
業
務
に
長
年
に
わ
た

り
従
事
し
て
功
労
を
積

み
重
ね
、
成
績
を
挙
げ

た
方
を
表
彰
す
る
場
合

に
授
与
さ
れ
る
勲
章
。

　
校
内
に
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
整
備
し
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
１
台

を
貸
与
す
る
こ
と
で
、
多
様
な

子
ど
も
た
ち
に
対
応
し
、
資
質
・

能
力
を
一
層
確
実
に
育
成
で
き

る
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
環
境
を
実
現
す
る
「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」。
当
町
で

も
４
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
20
日
、
朝
日
中
学
校
２

学
年
の
総
合
の
授
業
で
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
上
級
学
校

に
つ
い
て
の
調
査
・
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
慣

れ
た
手
つ
き
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

操
作
し
、
班
内
で
発
表
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
操
作
の
し
や
す
さ
を

生
か
し
、
自
身
の
画
面
を
見
せ

な
が
ら
の
発
表
や
操
作
を
指
示

し
て
同
じ
画
面
を
共
有
し
て
の

発
表
な
ど
機
材
を
使
い
こ
な
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
後
の
時
間
で
は
、

㈱
山
形
新
聞
社
の
柴
﨑
愛
氏
を

講
師
に
迎
え
、
各
社
新
聞
記
事

の
読
み
比
べ
や
テ
レ
ビ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
の
違
い
に

つ
い
て
知
る
こ
と
を
通
し
て
、

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
等
に
惑
わ

さ
れ
ず
情
報
を
主
体
的
に
判
断

し
活
用
す
る
力
を
養
い
ま
し
た
。

朝日中学校２学年　タブレットを活用した学習＆情報リテラシー講座
急速に発展する情報化社会に対応する力を育むやまがた絆の森プロジェクト「ニッサンの森」夏の活動

■農林振興課　事業係　☎６７－２１１４

▲自分のタブレットの画面を見せながら発表する生徒たち

▲桃太郎を人側と鬼側の２つの視点から新聞記事を考える授業
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　　町政スポット

　
６
月
６
日
、
Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
自
然

観
で
や
ま
が
た
絆
の
森
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
ニ
ッ
サ
ン
の
森
」
夏
の
活

動
が
行
わ
れ
、
同
社
社
員
等
約

70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
豊
か

な
森
林
の
保
全
と
活
用
を
通
し

て
、
企
業
と
地
域
が
交
流
す
る

こ
と
に
よ
り
里
山
地
域
の
活
性

化
を
図
る
県
の
事
業
「
や
ま
が

た
絆
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

　

町
が
平
成
29
年
３
月
に
、
山

形
日
産
自
動
車
株
式
会
社
お
よ

び
日
産
プ
リ
ン
ス
山
形
販
売
株

式
会
社（
小
関
眞
一
代
表
取
締
役
）

と
、
絆
の
森
協
定
を
締
結
し
て

今
年
で
５
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
森
づ
く
り
活
動
で
は
、

３
年
目
の
活
動
で
植
え
た
ミ
ズ

ナ
ラ
の
苗
木
周
辺
の
下
刈
り
や
、

歩
道
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
関
代
表
取
締
役
は
開
会
式

で
、「
ニ
ッ
サ
ン
の
森
は
環
境
保

全
は
も
ち
ろ
ん
、
何
よ
り
家
族

と
と
も
に
植
樹
を
す
る
こ
と
で

10
年
、
20
年
後
に
こ
こ
を
訪
れ
、

あ
の
時
の
木
が
こ
ん
な
に
大
き

く
な
っ
た
と
い
う
思
い
出
を
作
る

た
め
に
始
め
ま
し
た
。
今
後
も

木
が
年
輪
を
刻
む
よ
う
に
し
て

朝
日
町
共
々
発
展
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
次
回
「
ニ
ッ
サ
ン
の
森
」
の
活

動
は
、
10
月
に
秋
の
作
業
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

集中した様子で話を聴く子
どもたち。講演後はたくさ
ん質問をしていました。

■総務課　総務係　☎６７－２１１１



上郷ダム浚
しゅんせつ

渫工事に伴い、ダム公園が廃止となりました
■総務課 財務係　☎６７－２１１１
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　　町政スポット

　国民健康保険（国保）は、制度改正により平成 30 年
度から、財政運営の責任主体が県になりました。県は毎年、
市町村ごとに国保事業費納付金を決定し、町は、県へ納
付金を納めるために必要な財源となる国保税の税率等を
決めています。
　町は、制度改正が行われた平成 30 年度、県から示さ
れた納付金をもとに国保税率を引き下げましたが、令和
元年度から令和３年度にかけて県から示された納付金が
大幅な増額となったため、基金を取り崩して納付金の不
足分に充ててきました。現行税率を維持した場合、国保
財政運営は大変厳しいものになるため、このたび 3 年ぶ
りに税率の見直しを行うものです。
　町では、今後もジェネリック医薬品の推進や特定健診、
特定保健指導など保健事業の推進等により医療費の抑制
を図り、安定した事業運営に努めます。皆様のご理解と
ご協力をお願いします。

医療分 後期高齢者
支援金分 介護納付金分

所得割 4.5％ 2.1％ 1.7％
均等割 18,000 円 8,200 円 9,500 円
平等割 13,000 円 6,300 円 4,500 円

医療分 後期高齢者
支援金分 介護納付金分

所得割 5.8 ％ 2.7 ％ 2.0 ％
均等割 21,300 円 9,500 円 9,900 円
平等割 17,000 円 7,600 円 5,400 円

令和２年度国保税率（改正前）

令和３年度国保税率（改正後）

今年度から 国民健康保険税の税率が変わります
■健康福祉課 保健医療係　☎６７－２１１６

●所得割…加入者の前年中の所得に税率をかけて算定
●均等割…加入者の人数に均等割額をかけて算定
●平等割…�加入者の人数にかかわらず、世帯に一律で

平等割額が課税

※�均等割・平等割には、所得に応じた軽減制度があり
ます。前年度中の所得が申告されていないと、軽減さ
れない場合がありますので、必ず申告してください。

●傷病手当金の支給及び納付相談について
　朝日町国民健康保険または山形県後期高齢者医療の
被保険者で、給与等の支払いを受けている方が、新型
コロナウイルス感染症に感染、または感染が疑われて働
くことができず、給与の支払いを受けられなかった方に、
傷病手当金を支給します。また、納付が困難な方には、

納付相談を行っています。詳細はお問い合わせください。

■問合せ先
　傷病手当金…健康福祉課保健医療係☎６７－２１１６
　納付相談　…税務町民課税務係　　☎６７－２１０７

国民健康保険の安定的な財政運営を図るため税率を改正します

　国保税は、加入者全員が負担する「医療分」と「後期
高齢者支援金分」のほか、40 ～ 64 歳までの加入者が
負担する「介護納付金分」に区分されます
　●医療分…医療費や健康づくりの事業を賄うもの
　●後期高齢者支援金分…後期高齢者の医療に係る費用
　　を支援するもの
　●介護納付金分…40 歳から 64 歳までの加入者が、介
　　護納付金の納付に要する費用を負担するもの

●用語等の説明
陸上輸送

陸上クラムシェル

仮土砂置場

浚渫イメージ図

▼公園隣接地に整備された桟橋

　町はこのほど、上郷ダム公園（上郷ダムサイト運動場）
を閉鎖することとしました。ダム管理者の東北電力株式
会社によるダム湖浚渫工事（湖底に堆積した土砂を排出
する工事）に伴うもので、公園を廃止するための関係条
例が町議会６月定例会で可決されました。
　当公園については、土地所有者である同社と町の間で
昭和 40 年に土地の賃貸借契約を締結し、昭和 43 年に
町が整備しました。これ以降、昭和 63 年のトイレ設置や
平成８年の大規模改修など、町は利便性向上のための各
種工事を継続して実施。その間、ワインまつりをはじめ、
観光振興、健康増進の場として広く活用してきました。
　同社による浚渫工事は、近年、ダム湖内の土砂が増加
傾向にあることから、災害対策の一環として実施するも

の。今後、長期的に行われる予定で、今年秋から本工事
の前段となる試掘が予定されています。ダム公園につい
ても工事で使用したいとのことから、今年２月土地賃貸
借契約の解約について申し入れがあり、町は今議会での
議決を経てこれに応じること
としていました。
　現地ではすでに工事用の船
舶（浚渫クラムシェル＝右写
真）を接岸させるための桟橋
が公園隣接地に整備され、準
備が進んでいます。今後も工
事の進捗に応じて必要な情報
をお知らせいたします。



　「空気の恩恵を人間は忘れている。世界に先駆けてわが町に空気神社を造ろう」と、故白川千代雄氏（松程）
が提唱したのは、昭和 48 年のことでした。その後、自然崇敬の高まりを願い、昭和 63 年に「空気神社建立奉
賛会（故菅井敏夫会長）」が創設され、平成２年、世界に類例のない環境モニュメントとして「空気神社」が白
倉に完成しました。
　町は平成４年３月、世界環境デーの６月５日を条例で「朝日町空気の日」に制定。現在は６月上旬の「空気ま
つり」や各種取り組みを通じて、空気の大切さをよびかけるとともに、自然豊かな町を広く発信しています。

空気の日空気の日66月月55日 は日 は
朝 日 町朝 日 町

①鏡面に新緑が映る空気神社 ②空気
神社の伝道師として活躍され、今年３
月に亡くなった空気神社奉賛会事務局
の滝川清一さんに町から感謝状を贈呈
③鏡面を写真に収める女性３人組 ④釣
り堀での一コマ ⑤木登りツリーイング
体験 ⑥空気神社本殿 ⑦水風船すくい 
⑧「環境にやさしい取り組み」を記入す
るエコチャレンジ ⑨チェーンソーアート

①

②

③

⑥

⑧

④

⑦

⑨

⑤
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空気まつり（6/５・6）

空気の恩恵に感謝

　「朝日町空気の日」である６月５日と最寄りの土日に開催される空気まつり。今
年はコロナ禍のため検温やマスク着用、手指消毒の徹底を実施し、会場内での飲
食の禁止や「みこの舞」「浮島雅楽」を中止しての開催となりました。
　今年は晴天に恵まれ、空気神社を訪れた人々はその美しい新緑と清らかな空気
に、ひととき日常を忘れ癒されていました。

町議会6月定例会は

空気に感謝する議会
　「朝日町空気の日」にちなみ、町は町議会
6 月定例会を「空気に感謝する議会」として、
様々な取り組みを行っています。
　6 月３日から７日にかけて開催された議会定
例会では、３日の本会議の開会前、空気に感
謝する姿勢を示したほか、議員、町執行部と
もに空気神社を模

かたど
ったネックストラップを着

用。机上には町の木「ブナ」の幼木を置き、
町をあげて「空気に感謝し、自然環境を大切
にするまち」をＰＲしています。

▲開会に先立ち、議員および町執行部全員で町のきれいな空気に感謝。両手を広げて
天をあおぎ、大きく深呼吸をしました

▲ブナの幼木とともに昨年寄贈されたヒメサユ
リの花が机上を華やかに彩りました



　５月 22 日、ジュニアマラソンクラブが朝日中学校グラウンド
で開講されました。町内長距離競技のレベルアップを図るとと
もに、競技に対するより深い理解と、個人の競技力向上並びに
世代間交流を図ることを目的とする同組織。練習は５月 22 日
～ 11月13 日の毎週土曜日に開催しており、この日も開講式終
了後から早速練習が始まっていました。
　クラブでは途中からの参加も歓迎しており、希望の方は朝日
ふれあいスポーツクラブ（教育文化課）までお問合わせください。

５
22

６年女子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 小松莉々姫 ( 西 ) 14 秒７ 本田莉々 ( 宮 ) 菅井唯愛 ( 宮 )
70 ｍＨ 鈴木桃羽 ( 宮 ) 13 秒９ 佐久間彩寧 ( 大 ) 佐藤優愛 ( 宮 )
800 ｍ 布施　穂 ( 西 ) ３分６秒２ 白田吏紗 ( 大 )
走幅跳 小松莉々姫 ( 西 ) ３m89cm 鈴木くりあ ( 大 ) 菅井唯愛（宮）
走高跳 本田莉々 ( 宮 ) １m17cm 齋藤　慧 ( 宮 ) 阿部陽菜 ( 西 )

男女混合 １位 記録 ２位 ３位
400ｍリレー 宮宿Ａ １分２秒３ 西五百川 宮宿Ｂ

（宮宿Ａチーム選手　渡辺天照・堀　彪雅・ 菅井唯愛・ 本田莉々）
（西五百川チーム選手　樋口叶夢・布施　穂・ 若月莉穏・ 小松莉々姫）
（宮宿Ｂチーム選手　犬塚天則・齋藤　慧・ 鈴木桃羽・ 畔上珠羽）

６年男子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 渡辺天照 ( 宮 ) 16 秒１ 畔上珠羽 ( 宮 ) 堀　彪雅 ( 宮 )
70 ｍＨ 安藤直希 ( 宮 ) 18 秒 7
1000 ｍ 堀　彪雅 ( 宮 ) ３分 39 秒１ 白田陸翔 ( 大 ) 熊谷　凌 ( 宮 )
走幅跳 渡辺天照 ( 宮 ) ３m10cm 若月莉穏 ( 西 )  阿部秀之助(宮)
走高跳 畔上珠羽 ( 宮 ) １m16cm 樋口叶夢 ( 西 )

５年女子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 成原莉瑚 ( 宮 ) 16 秒８ 遠藤　栞 ( 大 ) 渡邉未來 ( 宮 )
70 ｍＨ 樋口聡美 ( 宮 ) 16 秒０ 海野葉月 ( 宮 ) 西澤杏奈 ( 宮 )
800 ｍ 成原莉瑚 ( 宮 ) ３分２秒２ 渡邉未來 ( 宮 ) 川上莉逢 ( 宮 )
走幅跳 遠藤　栞 ( 大 ) ２m72cm 小川紗弥花 ( 西 ) 佐竹里彩 ( 宮 )
走高跳 阿部真那佳 ( 大 ) 　　98cm 佐久間陽愛 ( 大 )

５年男子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 犬塚天則 ( 宮 ) 16 秒３ 伊藤來龍 ( 宮 ) 吉田詩音 ( 宮 )
70 ｍＨ 犬塚天則 ( 宮 ) 14 秒４ 佐藤　凪 ( 宮 ) 細谷篤輝 ( 宮 )
1000 ｍ 吉田詩音 ( 宮 ) ４分３秒８
走幅跳 伊藤來龍 ( 宮 ) ２ｍ 81cm 成原奏太朗 ( 宮 ) 浅岡　蓮 ( 宮 )
走高跳 小松悠月 ( 宮 ) １ｍ 05cm 松尾陸斗 ( 宮 ) 佐藤　逞 ( 大 )

５
19 町小学校陸上競技記録会

小学５・6 年生が自己ベストに挑み奮闘 　西五百川小グラウンドを会場に、町内 3 小
学校の 5・6 年生 69 人が出場。必須種目の
100 メートル走のほか、70 メートルハードル
走、走り幅跳び、走り高跳び、持久走（男子…
1000ｍ、女子…800ｍ）の４種目の中から各
自1種目にエントリーし、自己ベストを目指し
て奮闘しました。
　心配されていた前日までの雨も止み、当日
は涼しく良好なコンディション。各種目で好記
録が飛び出し、全力を尽くした子どもたちは晴
れやかな顔でグラウンドを後にしました。

２年ぶりの「春の陣」開催

第 57 回 町民グラウンド・ゴルフ大会
6
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　５月24日、宮宿小学校の５年生 26 人が、同校前の実習田で保
護者とともに田植えを体験しました。総合学習の授業の一環として
町内農家の協力で毎年実施しています。児童たちは田んぼに足を
踏み入れると、ぬるっとした泥の感触やそこに住む生き物たちに大
騒ぎ。体中泥だらけにしながらも、もち米の苗を丁寧に植えていき
ました。初めての田植えを経験した児童たちは、疲れた様子ながら
も苗が植えられた田んぼを見て達成感に浸っていました。今後、秋
には稲刈り、脱穀も体験しその後収穫祭を行う予定です。

地域の方に学ぶ、毎年恒例の食育活動

長距離競技のレベルアップ！

宮宿小学校 5 年生が田植え体験

ジュニアマラソンクラブ開講

５
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５
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　６月６日、57回を数える町民グラウンド・ゴルフ大会「春の陣」
がＡｓａｈｉ自然観グラウンドゴルフ場で開催され、約70 人が参
加しました。同大会は町グラウンド・ゴルフ協会（佐直雄二会長）
主催で年２回（春・秋）実施しています。昨年はコロナ禍の影響で
中止のため２年ぶりの開催となりました。
　見事総合優勝に輝いたのは佐竹庄吉さん（高田）、２位が白田詔
夫さん（大谷第五）と前会長・前々会長が並ぶという珍しい結果
になりました。
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◀泥だらけになりながらも一生懸命
頑張りました！

◀打数が同数のため２打の数で決ま
るという僅差で優勝した佐竹さん

▲初回は、ラダーを使い基礎的な運動
能力向上を図りました

　森重流砲術は防州末武（山口県）の森
もりしげゆきえすべよし

重靭負都由が流祖です。
永井正之師範（松原）が平成５年に町に転入し、門下生を募
り同会を結成、今日まで続けてきました。
　５月 29 日、創遊館にて森重流砲術伝承会による森重流来由
淵源免許状授与式が行われました。この日は３人にそれぞれ
師範・師範代・副師範の免許状を授与。一番弟子の花山護さ
ん（緑町）は「正統派森重流の流儀を守り研鑽して、後世へ
受け継いでいきたい」と話していました。

受け継がれる江戸幕府の古式砲術

森重流来由淵源免許状授与式

ホームページに写真

「ホームページに写真」
　の記事はこちら

▲左から、同会の阿部勝男さん、副師範
となった渡辺富男さん、永井正之師範、
師範となった花山護さん
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町地域おこし協力隊と桃色ウサヒの「中の人」こと、
佐藤恒平情報交流総合アドバイザーによる連載コーナー。
日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。

【ブックテーマコーナー】
　特集　 絵で世界は変わるのか？

調べてみよう、図書館で…

「朝日町に"つながり＂を感じてもらうために」
つながり創出推進員（地域おこし協力隊）　田 岡 知

と も

 暁
あ き

（名古屋市出身）

安藤 茂昭さん（松原出身）

苦しみを乗り越えた先にこそ成長がある
▶ウサヒとともに空気神社入口で決め
ポーズをとる田岡隊員

　４月27日から29日にかけて行わ
れた第 65回県縦断駅伝競走大会にお
いて、寒河江・西村山チームが２日目
優勝、総合４位という好成績を収めま
した。今回はメンバーで唯一、19 年
前の２日目優勝も経験している安藤茂
昭さんに長年続けている「走ること」
への思いについてお聞きします。

―走ることの魅力
　単純に走ることが好きというのがある
のですが、あえて理由をつけるとすると、
苦しさを乗り越えた人にしかわからない
感覚を味わえるということですね。走る
ことを通して様々な年代の人と競えると
いうこともあります。結婚して家庭をも
ち忙しくなった今でも、私は早朝や深夜、
仕事のお昼休憩で走っています。

―走り始めたきっかけ
　小さい頃は父親にマラソン大会に出場
させられていたという感覚で、走ること自
体は好きではありませんでした。それが
変わったのは中学生の時です。それまで
負けることがなかったマラソンで、初め

て敗北を味わいショックを受けました。そ
の経験からもっと速く走りたいと思うよう
になり、高校から本格的に陸上を始めま
した。

―箱根を夢見た大学時代…そして挫折
　高校卒業後は箱根駅伝出場を目指して
関東の大学へ入学しました。その大学の
陸上部は、最近だと箱根駅伝出場まであ
と一歩というチームなのですが、入学時
はできたばっかりで私の代が初代。チー
ムの土台を作れるというところに魅力を
感じ入部しましたが、当時の監督は高校
駅伝で実績があり、「俺についてこれば強
くなれる」というタイプの人。監督に「太っ
たら走れなくなる」と言われ続け、けが
をした際に太らないよう食事等様々な制
限をした結果、食事がうまくとれなくな
りました。体重が 50キロ以下になっても

「痩せなくちゃ」と思って、市販の痩せ薬
もいろいろ使いました。そうしているうち
にドクターストップがかかり退部。走らな
くて良くなっても「太ることは駄目なこと」
という固定観念が消えず、普通では考え
られない食生活をしていました（笑）。

―立ち直るきっかけとなったアップル駅伝
　大学 4 年に就職活動で山形に戻ってき
たとき、父に勧められアップル駅伝に出
場しました。私自身はそういった状態だっ
たので結果はボロボロ。しかし子どもた
ちが純粋な気持ちで一生懸命に走ってい
る姿に、以前の自分の姿が重なりました。
そうしてまた走りたいという気持ちを思
い出し、少しずつ走り始めるように――。
その後社会人1年目には東京マラソン一
般の部で 2 位になり、その年の年間ラン
キング 23 歳の部で10 位となることがで
きました。その年から県縦断駅伝に出場
し、現在まで続いています。

―町内の子どもたちへ
　目標のためには苦しいことや挫折する
ことがあります。そんなとき1人で乗り
越えられる人もいるけど、人の力に頼る
ことも悪いことではありません。家族や
友達に協力を求めることで困難を克服で
きることもあります。そうやって困難を乗
り越えることで人は強くなれるはずです。
子どもたちには自分の成長を信じ、夢や
やりたいことをとことん追求してほしい！

番
外
編
！

▲平成 13 年にアップル駅伝で上郷チームが優勝した時の写真
当時高校１年生の安藤さんは最前列左から２番目

▲第 65 回県縦断駅伝競走大会朝日中継所での力走
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５月１日～５月 31日届出

人口と世帯数Population
●令和３年　５月３１日 現在

（※外国人を含む）

　人　口 ６，４３７ 人 (－２３)
　　　男 ３，１９６ 人 (－１２)

　　女 ３，２４１ 人 (－１１)
　世帯数 ２，３７９ 世帯 (－   ３)

------ 5月中の異動 ------
出生　　　３人　　転入 　３人
死亡　　１２人　　転出 １７人

※（　）内は先月比

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
域
で

安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、「
介
護
」「
福
祉
」「
健
康
」

「
医
療
」
な
ど
様
々
な
面
か
ら
相

談
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
健
康
づ
く
り
を
応
援

・
身
体
を
動
か
し
て
体
力
を
つ
け

た
い

・
栄
養
や
歯
科
の
こ
と
な
ど
健
康

に
役
立
つ
情
報
が
知
り
た
い

↓
介
護
予
防
に
関
す
る
健
康
教
室

・
み
ん
な
で
お
茶
の
み
を
し
て
閉

じ
こ
も
り
を
予
防
し
た
い

↓
サ
ロ
ン
へ
の
講
師
派
遣
、
高
齢

者
の
通
い
の
場
へ
の
支
援

②
相
談
や
悩
み
に
こ
た
え
ま
す

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き

が
分
か
ら
な
い

↓
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予

防
に
関
す
る
相
談

・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
介
護
に
疲
れ

て
し
ま
い
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か

分
か
ら
な
い

↓
家
族
介
護
者
の
相
談
、
ご
自
宅

に
も
お
伺
い
し
ま
す
。

③
権
利
を
守
る
支
援

・
お
金
の
管
理
が
難
し
く
な
っ
た

↓
財
産
管
理
や
成
年
後
見
制
度
の

手
続
き
支
援

・
悪
質
な
消
費
者
被
害
に
あ
っ
て

困
っ
て
い
る

↓
消
費
者
被
害
に
関
す
る
手
続
き

の
紹
介

・
顔
に
あ
ざ
が
あ
る
高
齢
者
が
近

所
に
い
る

↓
虐
待
防
止
・
虐
待
対
応

④
認
知
症
の
方
々
を
支
え
ま
す

・
認
知
症
を
予
防
し
た
い

↓
認
知
症
に
関
す
る
相
談
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
対
応
支
援

・
最
近
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
物
忘
れ

が
気
に
な
る

↓
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
催
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催

　
本
人
や
ご
家
族
、
支
援
者
の
皆

さ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
私
た
ち
が
チ
ー
ム
で
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

▼
健
康
福
祉
課 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
67-

２
１
５
６

こんにちは！
地域包括支援センターです

今月の担当…佐竹 律　主査兼地域包括支援センター係長
【2021 年度 第３回】

　前田沢の新宅今井家は、明治２４年（１８９１）に国道西側にあった今
井五郎八家が新宅（分家）として建てたものです。今井家は江戸時代に前
田沢の名主を務めながら青苧の買次問屋を営み、明治に入り生糸商人とし
て利益を上げ、地主としても発展しました。この建物はその時期に建てら
れた豪壮な屋敷で、庭の樹木も吟味され、四季折々のたたずまいが素晴ら
しいものです。かつてこの辺りは地区の人から「しゅく」と呼ばれていた
ことことから、新宅今井家の屋号「丸五星」から「星」をいただいた「星
の会」が「宿のやかた」と命名し、古民家の活用を図っています。

新
すんたく

宅今井家（宿
しゅく

のやかた）第 45 回

　「星の会」は、民話や昔の暮らしを通し朝日町の魅力を発
信し「民話でまちおこし」をしたいと結成された団体で、母
屋を会場に民話を聞く会やコンサートなどを開催しているん
だよ。今年は６月から１０月の第３土曜日に「古民家マルシェ
すんたく市」を企画しており、町のおいしいものやハンドメ
イド雑貨、グッズのお店が集まるから行ってみよう。

案内人の
つぶやき

【DATA】　国道２８７号の前田沢交差点から東に入りすぐの所にある

【一言メモ】　約千坪の敷地に母屋と蔵、庭、畑が
あり、すんたく市のある日は見学が可能

　山形中央リトルシニアチーム（齋藤毅監督／山形市）から
町（秋葉山グラウンド）へ、野球用ベースやグラウンドレー
キ等の野球用品一式が寄贈されました。同団体はプロ野球選
手を輩出したこともあるチームで、これまで秋葉山グラウン
ドを拠点に練習を行い、グラウンド整備等で多大なご協力を
いただきました。この野球用品一式は「朝日町のスポーツ振
興に貢献できれば」との意向で寄贈されたものです。野球用
品一式は無料で貸し出ししています。ぜひご利用ください。

野球用品一式を寄贈していただきました

▶
地
図
は

こ
ち
ら
か
ら

▲地域包括支援センターの職員
「私たちがチームで支援します！」

保護者名性別
すこやかに

区　名 出生児氏名

Births

元　町	 清　野　啓　三	 美代子
大谷第七	 小　野　晴　男	 本　人
栗木沢	 齋　藤　一　男	 正　和
栗木沢	 遠　藤　昭　俊	 ふじ子
小　原	 阿　部　あさゑ	 武　美
松　程	 佐　竹　みゑ子	 喜　榮
　宿　	 白　田　誠　一	 　潔　

やすらかにObituaries
区　名 死亡者氏名 世帯主名

　新　宿　　安　藤　光
こう

　汰
た

　　男　　　翼　 ・　愛　
　本　町　　堀　　　いろは　　女　　雄介 ・　薫　
　大谷第二　　川　村　芽

め
　愛

い
　　女　　良太 ・　恵　

生 田  郁 弥
（鶴岡市）

鈴 木  由 優
（四ノ沢）

おしあわせにMarriages
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　本誌の先月号（2021 年 5 月号）の表紙に、
下記のとおり表現に誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。

【誤】小春日和　→　【正】春の日和
小春日和は初冬の頃に暖かくて穏やかな天気
を指します。

～お詫びと訂正～
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■

印
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㈱

大
風

印
刷

■
発

行
 山

形
県

朝
日

町
　

■
編

集
 朝

日
町

広
報

委
員

会
山

形
県

西
村

山
郡

朝
日

町
大

字
宮

宿
1115

☎
0237（

67）2111
第

775
号

令
和

3
年

6
月

16日
発

行
広

報
あ

さ
ひ

ま
ち

　
今
月
号
で
は
町
の
映
え
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
特
集
し
ま
し
た
。
正
直
私
自
身
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
は
見
る
専
門
な
の
で
、
詳
し
い
方
々
に
お

聞
き
し
な
が
ら
の
特
集
記
事
と
な
り
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
観
光
協
会
が
募
集
し
て
い
る
「
＃
あ
さ
ひ

ま
ち
フ
ォ
ト
コ
ン
」
の
タ
グ
に
は
、
百
件
以

上
の
投
稿
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
朝
日
町
の
い

ろ
い
ろ
な
顔
が
色
鮮
や
か
に
撮
影
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
興

味
が
湧
い
た
ら
写
真
を
撮
っ
て
投
稿
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
今
月
は
２
年
ぶ
り

の
空
気
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
み
こ

の
舞
や
雅
楽
が
な
か
っ
た
も
の
の
本
当
に
多

く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
個
人
的

に
は
若
い
方
た
ち
が
空
気
神
社
の
鏡
面
を
見

て
「
本
当
に
こ
ん
な
に
綺
麗
な
ん
だ
」
と
話
し

な
が
ら
写
真
を
撮
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で

す
。
ま
た
、
今
回
長
年
空
気
神
社
の
伝
道
師

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
滝
川
清
一
さ
ん
に
町
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
、
空

気
神
社
30
周
年
の
特
集
を
組
ん
だ
際
に
滝
川

さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
あ
の
時
の
ご
恩
を
空
気
神
社

を
始
め
と
し
た
町
の
広
報
を
す
る
こ
と
で
返

し
て
い
き
た
い
で
す
。　
　
　
　

鈴
木　
貴
典

先人の想い受け継ぎ
未来へつなぐ

　6 月４日、西五百川小学校で伝統のすもう大会が開催
され、児童たちが熱戦を繰り広げました。
　町ですもう大会が開催されているのは西五百川小学校の
み。毎年地域の先生方が指導にあたり、児童たちは毎日の
ように練習を繰り返して本番に挑みます。今年は三役、弓
取りに女子が加わりました。
　競技は 1・2・3 年生の下学年、4・5・6 年生の上学

年ごとに「一本勝負」と「3 人勝ち抜き戦」。全児童が
東方西方に分かれ、勝ち星の数で競います。
　当日はあいにくの雨でしたが、児童たちの相手に負け
まいとする気迫がぶつかりあい、白熱した取組が繰り広
げられました。両陣営一進一退の譲らぬ取組の末、今年
の熱戦を制したのは東方となりました。児童たちは互い
の健闘をたたえ、喜びの声をあげていました

西五百川小すもう大会


